
㉔選択緘黙・社交不安障害
117A18

社交不安障害と選択緘黙は「不安」によって話すこ
とができなくなるという点で共通しています。
生まれつき「不安・怖がり」な人がいるということ
を知っておくのは重要かもしれません！

118回では「社交不安障害の治療が選択的セロトニ
ン再取り込み阻害薬(SSRI)＋ベンゾジアゼピン系抗
不安薬」ということが問われそうです。
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遺伝的に恐怖や不安をコントロールしにくい神経回路

気質の問題

「怖がり・不安」の気質

☑

家などの安心
できる環境では
別人のように喋る。

☑

聴力は正常で
言語理解の障害もない。

☑

吃音症などで行われる
発声練習は必要ない。

幼児期から発症して小学校に
入学する頃に気づかれる。

不安のために心も身体もカチンコチン

話せない・動きが固まる

選択緘黙
(場面緘黙)

遊戯療法・箱庭療法
言語を必要としない遊びによって、
子どもに「こころの世界」を表現さ
せる心理療法が行なわれる。

113E19

⭕



☑

家などの安心
できる環境では
別人のように喋る。

遺伝的に恐怖や不安をコントロールしにくい神経回路

性格の問題

ただの「恥ずかしがり屋」

気質の問題

「怖がり・不安」の気質

☑

聴力は正常で
言語理解の障害もない。

☑

吃音症などで行われる
発声練習は必要ない。

幼児期から発症して小学校に
入学する頃に気づかれる。

思春期に発症する。

人の前で不安になると赤面・
発汗・ふるえなどが出る。

不安のために心も身体もカチンコチン

話せない・動きが固まる
他の人々から注視される
状況を避ける。

社交不安障害選択緘黙
(場面緘黙)

選択的セロトニン再取り込み阻害薬(SSRI)

ベンゾジアゼピン系抗不安薬

認知行動療法

遊戯療法・箱庭療法
言語を必要としない遊びによって、
子どもに「こころの世界」を表現さ
せる心理療法が行なわれる。

不安や恐怖が引き起こされる状況に
あえて身を晒して、徐々に慣らして
いく曝露療法などが行われる。


